
平
成
二
十
二
年
二
月
三
日
提
出

質

問

第

七

二

号

い
わ
ゆ
る
足
利
事
件
で
容
疑
者
と
さ
れ
た
人
物
へ
の
取
調
べ
の
様
子
を
録
音
し
た
テ
ー
プ
の
公
表
等
に
関
す
る

再
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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い
わ
ゆ
る
足
利
事
件
で
容
疑
者
と
さ
れ
た
人
物
へ
の
取
調
べ
の
様
子
を
録
音
し
た
テ
ー
プ
の
公
表
等
に
関
す
る

再
質
問
主
意
書

一
九
九
〇
年
、
栃
木
県
足
利
市
で
当
時
四
歳
の
女
児
が
殺
害
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
足
利
事
件
で
容
疑
者
と
さ
れ
、
無
期
懲
役
が

確
定
し
、
服
役
中
だ
っ
た
菅
家
利
和
氏
が
、
女
児
の
下
着
に
付
着
し
て
い
た
体
液
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
が
菅
家
氏
の
も
の
と
は
一
致
し

な
い
と
の
鑑
定
結
果
が
出
た
こ
と
を
受
け
、
昨
年
六
月
四
日
、
千
葉
刑
務
所
か
ら
釈
放
さ
れ
た
。
足
利
事
件
の
再
審
の
第
四
回

公
判
が
本
年
一
月
二
十
一
日
、
宇
都
宮
地
裁
で
開
か
れ
、
そ
の
際
、
当
時
の
森
川
大
司
検
事
に
よ
る
菅
家
氏
へ
の
取
調
べ
の
様

子
を
録
音
し
た
テ
ー
プ
（
以
下
、
「
テ
ー
プ
」
と
い
う
。
）
が
公
表
さ
れ
た
。
右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第

三
二
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。
な
お
、
千
葉
景
子
法
務
大
臣
に
対
し
て
、
答
弁
を
事
務
方
任
せ
に
す
る
の
で
は
な
く
、

自
ら
目
を
通
し
、
内
容
を
把
握
し
た
上
で
、
自
ら
考
え
た
上
で
答
弁
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

一

前
回
質
問
主
意
書
で
、
千
葉
大
臣
は
「
テ
ー
プ
」
の
内
容
を
承
知
し
て
い
る
か
、
承
知
し
て
い
る
の
な
ら
、
千
葉
大
臣
と

し
て
ど
の
様
な
認
識
を
有
し
て
い
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
御
指
摘
の
『
足
利
事
件
』
は
現
在
再

審
公
判
が
係
属
中
で
あ
る
の
で
、
答
弁
は
差
し
控
え
た
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
答
弁
を
起
案
し
、
作
成
し

た
者
の
官
職
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一



二

千
葉
大
臣
は
、
前
回
質
問
主
意
書
に
お
け
る
当
方
の
質
問
に
自
ら
目
を
通
し
、
そ
の
内
容
を
把
握
し
て
い
る
か
。

三

「
テ
ー
プ
」
の
内
容
を
承
知
し
て
い
る
か
否
か
は
、
足
利
事
件
の
再
審
公
判
が
係
属
中
で
あ
る
か
否
か
に
何
の
関
わ
り
も

な
い
話
で
あ
る
。
そ
れ
を
承
知
し
て
い
る
か
否
か
す
ら
明
ら
か
に
で
き
な
い
と
す
る
の
は
な
ぜ
か
。
千
葉
大
臣
の
説
明
を
求

め
る
。

右
質
問
す
る
。

二


